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大阪湾湾奥に位置する尼崎運河では，現在でも慢性的な赤潮，底質の嫌気化，貧酸素水塊などが生じている．また運河の護岸
は，鋼材の矢板で囲まれ，単調な環境となっている．このような場では，生物相も乏しいと思われていたが，ボラやチヌの他に，
スズキ，マハゼ，シロメバルなどの魚類やその若魚も観察されている．そこで本研究では，生息場としての運河の機能を高める
ために，尼崎運河の水環境に適した生物生息場を創出することを考えた．本報告では，その資料とするために，まず，①魚類相
の把握，②魚類相調査で多数確認されたハゼ科チチブの貧酸素耐性について調査実験を行った．

尼崎運河では，計26種の魚種が確認された．ハゼ科チチブが年中確認され，個体数も多く，他の魚種の餌資源4)と

なっている可能性が考えられた．またチチブの保全策として，貧酸素化しない表層部に空隙を設けることを提案するこ
とができた．今後，魚類の胃内容物や安定同位体分析を行い，運河内の生物の食物網を把握し，生息場としての運河の
機能を高めるための方策について検討する予定である．

(1)水質調査：毎月一回のDOなどの機器計測

(2)魚類調査：①ボサ籠での採捕調査（ボサ籠
を常時沈めて置き，毎月1回（2016年5月～）籠
の中の魚類の種類と大きさを計測）
②環境DNA調査（表底層のそれぞれで500mlを
採水し、3地点の水を混合、計3Lの試料水とし
た。ろ過量は15,500,1000mlとし、解析手法は
Mifish法1)を採用した．なお、採水は2017年11月
に実施）

(3) ハゼ科チチブの貧酸素耐性や忌避行動に関する室内実験

①貧酸素耐性実験：チ
チブ１尾を容器内に1

時間入れ，ﾋﾞﾃﾞｵで行
動と呼吸量を計測．

②忌避行動実験：水底
が無酸素となるように
調整した水槽内にチチ
ブを1尾入れる．チチ

ブの行動を暗視ｶﾒﾗで
72時間行動を観察した．
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図2 DNA分析方法 図3 ボサ籠

図5 尼崎運河の各月のDO(mg/L）

図6 ボサ籠調査とDNA調査で確認された魚種

(2) 魚類相

(3) ﾊｾﾞ科ﾁﾁﾌﾞの貧酸素耐性

図7 チチブの貧酸素水塊中での1hr-LC50
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魚種 1hr-LC50
(mg/L)

ﾁﾁﾌﾞ 0.35

ｳﾅｷﾞ 0.61

ﾋﾗﾒ 0.83

ﾏｺｶﾞﾚｲ 0.97

ﾎｼｶﾞﾚｲ 1.01

ｼﾛｷﾞｽ 1.06

表1 魚類の1hr-LC50

チチブの生態

汽水域に生息するハゼ科の底生魚

成魚の体長は3～14cm

寿命は１年

雑食性

昼行性

(4) ﾊｾﾞ科ﾁﾁﾌﾞの貧酸素時における空隙利用

図11 空隙の有無によるチチブの
呼吸数の変化

図10 貧酸素実験での
各セグメント滞在時間

図9 酸素の有無による各
セグメントの滞在時間

図8 空隙の位置と各セ
グメントの滞在時間
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(1) 貧酸素水塊

①チチブは底面と空隙を選好する傾向（図8）
②底層が貧酸素化した環境では，表層に忌避（図9）
③表層の空隙を選好（図10）
④表層に空隙があることで貧酸素のストレスが緩和された（図11）

6月以降，DOは3mg/Lを下回り，夏季の
3か月間，底層は無酸素状態

1hr-LC50は，0.35mg/Lであり，記録されている魚種3）のなかでは最も貧酸素耐
性の高い魚種と言える．

①ボサ籠調査で14種，DNA調査で16種の魚
類が確認

②生息場の設置場所として考えられる岸壁
付近に多数のチチブが確認(ボサ籠調査)2)
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２．調査実験方法

１．背景・目的

３．結果

４．結論

(使用機器：Hydrolab社Datasonde5)

＊:北大西洋に分布，下線：淡水魚
赤字：11月のボサ籠調査で確認された魚種
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